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よりよいまちづくりを進めるためには、その主役となる区民 

の方々の声を十分に聞き、地域にある課題の把握、地域の実情 

に合わせた解決策を導き出していくことが重要です。 

そこで中央区では、昨年 12月に「中央区まちづくり会議」 

を設置し、区内１６の連合町内会を中心として、様々な地域課 

題について意見交換を行い、「地域が主役のまちづくり活動」 

を実践していくこととなりました。 

現在、まちづくり会議では「地域防災」をテーマとして、区 

や消防署、企業等からの情報提供と意見交換を行っております 

ので、今後、地域の皆様には、この「まちづくり会議通信」を 

通じて、会議の内容をお伝えしてまいります。  

 

 

 

今年度 1 回目のまちづくり会議は、平成 23 年 6 月 28 日（火）に中央区民センター2 階区民

ホールにて開催されました。 

参加者は、「各連合町内会」の他、「中央消防団」、中央区に所在する建設系企業による災害時協

力団体「中央区災害防止協力会」、小学校及び中学校の「校長会」、そして「中央区役所」と「中央

消防署」の、およそ 80名の参加となりました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

中央区   平成 23年（2011年）9月 

まちづくり会議通信 
第１号 

◆このリーフレットは、中央区のまちづくりに関する様々な課題や情報

を、地域の皆さまと共有するためにお届けいたします。 

１．中央区まちづくり会議とは？ 

 

 

まちづくり会議の様子 

 

２．平成２３年度（2011年）第 1回会議の概要 

 

 

 

 

 

 

      

 

 

 

会場全景 

板垣中央区長挨拶 

防災情報の提供 
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昨年より、まちづくり会議では「地域防災」をテーマに意見交換等を行ってきましたが、今年 3

月 11日に発生した未曽有の災害である「東日本大震災」の発生は、あらためて私たちに地域によ

る防災取組の重要性を再認識させることとなりました。 

そこで第１回会議では、東日本大震災に関する情報提供のほか、実際に被災地へ派遣された消防

隊員と区役所職員からの現地派遣報告を行いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◇議題１ 東日本大震災の被害状況と札幌市の防災取組について 

ポイント①・・各家庭での家具の固定と最初の３日分の水・食糧備蓄はとても重要なので、

ぜひ行うこと。 

ポイント②・・札幌市では、防災計画の修正として、津波対策・原子力対策・避難所対策の

３つについて調査研究を今後行う予定。 

◇議題２ 市職員による現地派遣報告（災害救助・被災者支援） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ポイント③・・ＴＶで被災地を見るのと、実際に行って見るのは大きく違う。電気と水道が止

まるだけで、生活に大きな制限がかかり、暖房・衛生面にも影響が出る。 

ポイント④・・救助活動に当たる消防隊員の心労は想像以上である。被災地の消防隊員

は自分の家族も探せないまま救助活動をしており、救助する側の人間も被

災者と同様にストレスと闘っていた。 

ポイント⑤・・避難所では風邪により体調を崩す人が出ると周りにもすぐ感染することや、

避難生活であまり動かないことがお年寄りの体力低下を招くなど、健康・体

力維持の難しさを感じた。 

<発 行>   中央区まちづくり会議事務局（中央区市民部総務企画課） 
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